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研究成果の概要（和文）：　本研究は、我が国の小中学校における「道徳の教科化」の特徴を、フランスとの比
較によって明らかにしようとするものである。我が国では、平成27年（2015年）3月の一部改正学習指導要領に
基づき、平成30年度（2018年度）から小学校で、平成31年度（2019年度）から中学校で、「特別の教科　道徳」
が実施された。フランスでも、2015年9月の新年度から「道徳の教科化」が行われ、「道徳・公民科
（enseignement moral et civique）」が小中高校の全学年で実施された。そこで、本研究では、「道徳の教科
化」に関わる問題状況の背景と課題を日仏比較し、我が国の特徴の解明を図ることとした。

研究成果の概要（英文）：　This study attempts to clarify the characteristics of Moral education 
classtime in elementary and junior high schools in Japan by comparing it with France. In Japan, 
based on the partially revised Course of Study in March 2015, a special subject "Morality Period" 
was implemented in elementary schools from FY2018 and in junior high schools from FY2019. In France,
 Moral education classtime was implemented in all grades of elementary, junior high, and high school
 from the new academic year in September 2015. Therefore, in this study, we compared the background 
and issues of the problem situation related to Moral education classtime in Japan and France, and 
tried to elucidate the characteristics of Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって、日仏両国における「道徳の教科化」後の学校現場の状況を観察・記録・分析することが出来
た。特に、フランスの在外教育施設である東京国際フランス学園の協力を得て、フランス本国と同じカリキュラ
ムによる授業実践を観察する研究手法を開発することが出来た。また、フランスにおける道徳教育に関する法
令・教材・教師用指導書・研究書等の文献の収集・整理・分析を行うことが出来た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 我が国における「道徳の教科化」：我が国では、平成 27年（2015年）3月の一部改正学習
指導要領に基づき、平成 30年度（2018年度）・平成 31年度（2019年度）から小中学校の全学
年で「特別の教科 道徳」が実施された。これに伴い、道徳教育学の研究状況が急速な展開を見
せていた。道徳教科化の是非を問う議論が活発に行われていた。また、道徳授業の方法に関する
実践的研究も活発に行われていた。 
 
(2) フランスにおける「道徳の教科化」：フランスでは、2013 年共和国学校再建法（ペイヨン
法）に基づき、2015年 9月から小中高校の全学年で「道徳・公民科（enseignement moral et 
civique）」が実施された。フランスでは、道徳教科化の是非を問う議論は、我が国ほど活発では
なかった。しかし、道徳授業の方法に関する実践的研究は活発に行われており、教師向け授業マ
ニュアルや児童生徒向け教材の出版が相次いでいた。 
 
(3) ドイツを参照することで見える日仏両国の共通点：我が国の公立小中学校では、特定の宗
教のための宗教教育が禁止されていて、「特別の教科 道徳」にも宗教教育の要素は含まれてい
ない。フランスの公立学校でも、特定の宗教のための宗教教育が禁止されていて、「非宗教性（ラ
イシテ）」の原則に基づく道徳教育が行われている。一方、ドイツの公立学校では、「宗教科」と
「倫理科」の選択履修による道徳教育が行われている。日仏両国の道徳教育をドイツの道徳教育
と詳しく比較することによって、日仏両国を比較する前提となる両国の共通性がよりいっそう
明らかになるものと期待した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、我が国の小中学校における「道徳の教科化」の特徴を、フランスとの比較によって
明らかにすることを目的とする。すなわち、①道徳教科化の理由と、②道徳教科化の影響につい
て、日仏両国の共通点と相違点を明らかにするのである。 
 
３．研究の方法 
(1) 当初、2019 年度から 2021 年度までの 3 年間の計画で、①文献調査、②現地調査、③授業
観察調査、④授業実践調査、を行う予定であった。しかし、コロナウイルス感染症拡大の影響で
1年間の延長申請を行った。 
 
(2) フランスとドイツにおける仏独現地調査を行い、関係者へのインタビュー調査を通じて道
徳教育政策の現状と課題を明らかにする予定であったが、コロナウイルス感染症拡大の影響で、
フランスの現地調査は断念した。 
 
(3) フランスの在外教育施設である東京国際フランス学園の協力を得て、フランス本国と同じ
カリキュラムによる授業実践の観察を試みた。この試みは、コロナウイルス感染症が拡大する前
に当たる初年度にのみ行うことが出来た。 
 
４．研究成果 
(1) 東京国際フランス学園における「道徳・公民科」の観察・記録・分析：東京国際フランス
学園における授業実践の観察は、コロナウイルス感染症拡大の影響で 2 年目以降の実施を断念
せざるを得なかった。しかし、2年目以降も同校本務教員である阿部弘氏との情報交換を継続す
ることが出来た。その成果は、坂倉裕治・上原秀一・阿部弘・島埜内恵「特集 フランスの子ど
もたちの学校生活」（『ふらんす』第 95巻第 10 号、白水社、2020 年、4-19 頁）として公表する
ことが出来た。 
 
(2) 宇都宮大学共同教育学部附属小中学校における道徳科授業の観察・記録・分析：宇都宮大
学共同教育学部附属小中学校の教諭と協力して、継続的に道徳授業の観察・記録・分析を行うこ
とが出来た。その成果は、大塚正也、上原秀一、和井内良樹他「児童・生徒が問題意識をもって
かかわり合う道徳科の授業」（日本道徳教育学会第 99 回大会自由研究発表 2022 年 6 月 26 日、
東京家政大学）として公表することが出来た。 
 
(3) フランスの道徳教育に関する法令等の文献の収集・整理・分析：フランスの道徳教育に関
する法令等の収集・整理・分析を継続的に行った。その成果は、大津尚志「ペイヨン法下 2015
年版学習指導要領に基づく小学校道徳教育の理論と方法」（『日仏教育学会年報』第 29 号、2022
年、77-87 頁）などの論文として公表することが出来た。 
 
(4) フランスの道徳教育教材等の分析：フランスの道徳教育教材等の分析を継続的に行った。
その成果は、吉野敦・杉山大幹・鈴木規子・上原秀一・辻和希・坂倉裕治「フランスの道徳・公



民科にかかわるデジタル・リソースの現状」（『早稲田教育評論』第 35巻第 1号、早稲田大学教
育総合研究所、2021 年、79-92 頁）として公表することが出来た。 
 
(5) フランスにおける道徳教育に関する問題状況の分析：フランス教育学会第 39 回大会（宇都
宮大学、2021 年 9月 25 日）においてシンポジウム「フランスにおける道徳教育・政治教育・宗
教教育」を企画し、フランスにおける道徳教育に関する問題状況の分析を試みた。その成果は、
大津尚志・降旗直子・島埜内恵・前田更子・上原秀一・鈴木規子「課題研究報告 フランスにお
ける道徳教育・政治教育・宗教教育」（『フランス教育学会紀要』第 34 号、2022 年、5-56 頁）と
して公表することが出来た。 
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